
 

 正解は次の通りです。 

 

 

 胃がんは右側の写真の矢印で指し示した部分になります。ただし、左側の写真もピロリ菌胃炎があります。胃がんの内視鏡検

査では、胃炎の中で胃がん部分を見分ける職人技が必要となります。この技術の習得には、一般的に 10 年間の経験と 1 万件

の内視鏡検査経験が必要です。 

「m3」という医師専門会員制サイトで、この胃がんがどこにあるかのクイズを行ったところ、正解率は約 8000 名の医師の中でわ

ずか 31％でした。もちろん、必ずしも内視鏡医が回答しているわけではないため、実際に内視鏡専門医が答えた場合には正解

率は少なくとも倍になると思われます。しかし、胃内視鏡検診における胃がんの見落としをゼロにする難しさが、ご理解いただけ

るのではないでしょうか。 

「人間と人工知能の併用」の時代に 

 最近、ほぼ毎日と言ってもよいくらい、人工知能がニュースを賑わせています。医療界でも人工知能の可能性に大きな期待が

寄せられています。人工知能に胃がんの画像を学習させ、内視鏡医師の診断支援を行わせるようにすれば、典型的な（よほど

珍しいタイプのがんでない限り）胃がんの見落としはほぼゼロにすることができるはずです。 

 私たちのチームは近々、胃内視鏡検診の現場で「人工知能診断支援システム」を運用することを計画しています（このシステム

は、先の写真から正解を導き出しています）。 




